
■
歴
史
研
修
Ｄ
Ｖ
Ｄ﹁
三
井
の
こ
こ
ろ
﹂

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

役
員
人
事

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
信
託
銀
行

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券

住

友

三

井

オ

ト
サ

ビ
ス

人
事
異
動

東

レ

三
井
系
各
社
で﹁
働
き
方
改
革
﹂

三
井
物
産
・
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
・
三
井
住
友
海
上

「ホワイト」に
三井グループ社認定
健康経営優良法人制度

東レ科学振興会

「科学技術賞」など贈呈
研究助成は件に１億，万円

ア
メ
リ
カ
で
日
本
食
広
め
る

エ

ム
が
セ
ミ
ナ

・
フ

ア
企
画

　

三
井
物
産

　

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券

　

三
井
住
友
海
上

��������������������������������������� ���������������������������������������������������
�����������������
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三
井
広
報
委
員
会
が
二

〇
〇
九
年
に
企
画
・
発
行

し
た
三
井
の
歴
史
研
修
用

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ﹁
三
井
の
こ
こ

ろ
　
人
の
三
井
・
自
由
闊

達
の
精
神
﹂︵
非
売
品
三

三
分
︶
写
真
そ
の
後
は

一
五
分
の
ダ
イ
ジ

ス
ト

版
に
加
え
英
語
・
中
国
語

版
も
出
さ
れ
る
な
ど
研

修
教
材
と
し
て
だ
け
で
な

く
海
外
向
け
グ
ル

プ

Ｐ
Ｒ
映
像
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
三
井
家
の
発
祥

か
ら
始
ま
り
越
後
屋
の

隆
盛
幕
末
の
転
換
期
明

治
以
降
の
財
閥
体
制
戦

後
の
財
閥
解
体
現
代
へ

続
く
三
井
グ
ル

プ
の
姿

が
克
明
に
描
か
れ
て
い

る
ま
た
三
野
村
利

左
衛
門
益
田
孝
中

上
川
彦
次
郎
團
琢

磨
池
田
成
彬
な
ど

﹁
人
の
三
井
﹂を
象
徴

す
る
逸
材
た
ち
も
詳

し
く
取
り
上
げ
て
い

る
江
戸
時
代
の
映

像
は﹁
ワ

プ
ス
テ

シ


ン
江
戸
﹂三
井
財
閥
体

制
下
の
会
議
シ

ン
は
綱

町
三
井
倶
楽
部
で
撮
影
を

行
う
な
ど
リ
ア
ル
な
描
写

で
当
時
を
再
現
し
た


　
現
代
は
月
曜
会
ク
ラ
ブ

で
の
映
像
を
交
え
な
が
ら

二
木
会
月
曜
会
三
井
業

際
研
究
所
な
ど
主
要
団
体

を
紹
介
三
友
新
聞
社
と

研
修
教
材
で
実
績
の
あ
る

﹁
遠
図

え
ん
と

﹂が
制
作
し
た
ナ

レ

シ

ン
は
窪
田
等

氏
﹁
三
井
の
こ
こ
ろ
﹂の

題
字
は
三
井
総
領
家
第
一

二
代
当
主
で
一
般
社
団
法

人
三
井
家
同
族
会
・
三
井

八
郎
右
衞
門
理
事
長
の
揮

毫
に
よ
る
も
の
こ
れ
ま

で
制
作
さ
れ
た
各
種
Ｄ
Ｖ

Ｄ
は
三
井
広
報
委
員
会
の

会
員
各
社
を
は
じ
め
月

曜
会
各
社
に
も
配
布
さ
れ

た
一
分
版
・
五
分
版
は
三

井
広
報
委
員
会
の
ホ

ム

ペ

ジ︵http://m

itsui
pr.com

/history/koko
ro/

︶で
も
視
聴
で
き
る


　
一
五
分
版︵
英
・
中
・
日

の
三
カ
国
語
︶を
読
者
五

名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
Ｅ
メ


ル
︵dokusha@sany

u-shinbun.co.jp

︶に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
会
社
名
三
友
新
聞
の

感
想
を
明
記
し
﹁
Ｄ
Ｖ
Ｄ

プ
レ
ゼ
ン
ト
係
﹂ま
で
締

切
日
は
四
月
二
八
日

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（２）第３１０４号（毎週木曜日発行） 平成２９年４月１３日（木曜日）

　
　
　
　
︵
３
月

日
付
︶

　
▽
退
任

萩
原
攻
太
郎

︵
監
査
役
・
非
常
勤
︶


　
　
　
　
︵
４
月
１
日
付
︶

　
▽
監
査
役
︵
非
常
勤
︶


森
川
禎
一

　
　
　
　
︵
７
月
１
日
付
︶

　
▽
執
行
役
員

小
森
忠
明

︵
三
井
住
友
銀
行
︶


　
※
四
月
一
日
付
顧
問
就

任


　
　
　
　
︵
４
月
１
日
付
︶

　
▽
取
締
役
常
務
執
行
役
員


遠
藤
貴
也
・
本
社
部
門
担

当
役
員

人
事
部

総
務
部

兼
人
事
部
長
︵
常
務
執
行
役

員
︶

　
▽
監
査
役
︵
非
常
勤
︶


北
原
顕

　
▽
退
任

板
倉
健
郎
︵
取

締
役
常
務
執
行
役
員
営
業
企

画
本
部
長
︶

営
業
企
画
本

部
長
・
近
藤
篤
哉
︵
監
査
役


非
常
勤
︶


　
三
井
グ
ル

プ
各
社
で

働
き
方
改
革
を
進
め
る
動

き
が
活
発
化
し
て
い
る

三
井
物
産
は
﹁
個
人
単
位
の

時
差
出
勤
﹂
な
ど
を
採
り
入
れ
る

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証

券
は
﹁
在
宅
勤
務
制
度
﹂

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

は
﹁
一
九
時
前
退
社
ル

ル
﹂
を
導
入
す
る


　
三
井
物
産︵
安
永
竜
夫
社

長
︶は
多
様
な
背
景
を
持
つ

人
材
が
お
互
い
を
認
め
合

い
刺
激
を
受
け
合
い
な
が

ら
ビ
ジ
ネ
ス
に
新
た
な
価

値
を
も
た
ら
し
イ
ノ
ベ


シ

ン
を
創
出
す
る
こ
と
で

企
業
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る

﹁
ダ
イ
バ

シ
テ

経
営
﹂を

推
進
し
て
い
る


　
二
〇
一
六
年
を﹁
働
き
方

革
新
元
年
﹂と
し
て
従
来
の

働
き
方
を
見
直
し
必
要
に

応
じ
て
新
し
い
取
り
組
み
も

導
入
す
る﹁
働
き
方
改
革
﹂を

本
格
的
に
開
始
社
員
に
行


た
意
識
調
査
を
基
に
し
た

新
規
施
策
を
採
り
入
れ
る
な

ど
様
々
な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
ま
た
社
内
に﹁
働

き
方
改
革
﹂サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
施
策
情
報
や
制
度
利

用
状
況
年
次
有
給
休
暇
取

得
率
な
ど
の
調
査
結
果
各

現
場
の
改
善
活
動
の
事
例
な

ど
を
共
有
す
る
こ
と
で
改

革
促
進
を
図

て
い
る


　
今
年
は
﹁
働
き
方
改
革
﹂

を
更
に
一
歩
前
進
さ
せ
る
た

め

一
日
あ
た
り
の
所
定
労

働
時
間
を
維
持
し
た
ま
ま


通
常
の
勤
務
時
間
帯
を
起
点

に
前
後
九
〇
分
の
範
囲
で
個

人
ご
と
に
ず
ら
す
﹁
個
人
単

位
の
時
差
出
勤
制
度
﹂
を
六

月
一
日
か
ら
正
式
に
導
入
す

る
こ
と
を
決
定

一
〇
月
一

日
か
ら
は

子
供
の
看
護
休

暇
や
短
時
間
勤
務
と
時
差
出

勤
の
併
用

延
長
保
育
費
の

一
部
補
助
と
い

た
両
立
支

援
策
を
さ
ら
に
拡
充
す
る


　
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
︵
清

水
喜
彦
社
長
︶
は

柔
軟
性

の
高
い
働
き
方
の
実
現
と
業

務
効
率
の
改
善
を
目
指
し


今
年
度
か
ら

主
に
本
社
に

所
属
す
る
社
員
を
対
象
と
し

て

在
宅
勤
務
制
度
を
導
入

す
る

対
象
社
員
や
対
象
部

門
は
今
期
中
に
も
見
直
し
・

拡
大
を
検
討
す
る
予
定


　
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

︵
原
典
之
社
長
︶
は

四
月

か
ら
﹁
働
き
方
改
革
﹂
の
一

環
と
し
て

全
社
員
を
対
象

と
す
る
﹁
一
九
時
前
退
社
ル


ル
﹂
を
開
始
し
た


　
同
社
は
昨
年
一
〇
月
に

﹁
働
き
方
改
革
﹂
を
開
始
し

て
以
来

社
員
一
人
ひ
と
り

の
事
情
に
配
慮
し
た
多
様
で

柔
軟
な
働
き
方
を
推
進
す
べ

く

在
宅
勤
務
の
拡
充
や
無

駄
・
非
効
率
の
排
除
等
を
通

じ
て

職
場
環
境
の
整
備
に

努
め
て
き
た


　
同
ル

ル
の
定
着
に
向
け

て

勤
務
状
況
を
管
理
す
る

シ
ス
テ
ム
を
追
加
す
る
な

ど

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
人
財

育
成
ツ

ル
の
新
設
・
拡
充

を
進
め

限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
生
産
性
高
く
働
け
る
よ

う

社
員
の
意
識
・
行
動
変

革
を
図
り

総
労
働
時
間
の

短
縮
を
実
現
し
て
い
く


㊤
挨
拶
す
る
榊
原
会
長


㊦
榊
原
会
長
㊧
が
東
レ
科

学
技
術
賞
を
贈
呈

　
経
済
産
業
省
と
日
本
健
康

会
議
が
実
施
す
る
健
康
経
営

優
良
法
人
認
定
制
度
に
お
い

て

二
〇
一
七
年
度
の
認
定

法
人
に
三
井
系
か
ら
も
多
数

の
企
業
が
選
出
さ
れ
た


　
健
康
経
営
優
良
法
人
制
度

と
は

地
域
の
健
康
課
題
に

即
し
た
取
組
や
日
本
健
康
会

議
が
進
め
る
健
康
増
進
の
取

組
を
も
と
に

特
に
優
良
な

健
康
経
営
を
実
践
し
て
い
る

大
企
業
や
中
小
企
業
等
の
法

人
を
顕
彰
す
る
制
度

初
回

と
な
る
今
回
は

﹁
大
規
模

法
人
部
門
︵
ホ
ワ
イ
ト
五
〇

〇
︶
﹂
が
二
三
五
法
人


﹁
中
小
規
模
法
人
部
門
﹂
が

九
五
法
人
認
定
さ
れ
た


　
三
井
系
の
ホ
ワ
イ
ト
五
〇

〇
認
定
法
人
は
以
下
の
通
り

︵
認
定
法
人
名

共
に
認
定

さ
れ
た
法
人
名
︶


　
▽
Ｉ
Ｈ
Ｉ
▽
Ｉ
Ｈ
Ｉ
エ
ス

キ


ブ
▽
Ｉ
Ｈ
Ｉ
プ
ラ
ン

ト
建
設
▽
あ
い
お
い
ニ

セ

イ
同
和
損
害
保
険
▽
イ
ビ
デ

ン
▽
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
ホ

ル
デ


ン
グ
ス
三
井
住
友
海
上

▽
サ

ポ
ロ
Ｈ
Ｄ
サ

ポ

ロ
ビ

ル
▽
ジ

エ
ス
・
ユ

ア
サ
コ

ポ
レ

シ

ン


Ｇ
Ｓ
ユ
ア
サ
ジ

エ
ス
・
ユ

ア
サ
ア
カ
ウ
ン
テ

ン
グ
サ


ビ
ス
ジ

エ
ス
・
ユ
ア
サ

テ
ク
ノ
ロ
ジ

▽
日
本
ユ
ニ

シ
ス
▽
フ
ジ
ク
ラ
▽
富
士
フ

イ
ル
ム
Ｈ
Ｄ
富
士
フ
イ
ル

ム
富
士
ゼ
ロ

ク
ス
富
山

化
学
工
業
▽
三
井
化
学
▽
三

井
住
友
フ

ナ
ン
シ

ル
グ

ル

プ
▽
三
井
物
産
▽
三
井

不
動
産
▽
ユ
ニ
ア
デ

ク
ス

　
エ

ム
サ

ビ
ス
︵
山
村

俊
夫
社
長
︶
は

農
林
水
産

省
が
進
め
る
北
米
で
の
日
本

食
・
食
文
化
の
普
及
事
業
に

お
い
て

現
地
で
開
催
さ
れ

た
日
本
食
の
基
礎
講
座
や
社

員
食
堂
・
学
生
食
堂
で
の
日

本
食
フ

ア
に
関
す
る
企
画

及
び
メ
ニ


開
発
を
担
当

し

さ
ら
に
講
師
を
務
め
る

シ

フ
を
派
遣
し
た


　
北
米
で
日
本
食
の
認
知
度

拡
大
や
興
味
関
心
を
喚
起
す

る
こ
と
で

継
続
的
な
日
本

産
品
の
使
用
が
期
待
で
き
る

と
し
て

日
本
の
大
手
給
食

事
業
者
で
あ
る
エ

ム
サ


ビ
ス

及
び
そ
の
株
主
で
あ

り
北
米
の
大
手
給
食
事
業
者

で
あ
る
ア
ラ
マ

ク
社
に
依

頼
が
あ

た
も
の

一
月
か

ら
二
月
に
か
け

セ
ミ
ナ


と
フ

ア
を
実
施
し
た


　
日
本
食
セ
ミ
ナ

は

ボ

ス
ト
ン
の
学
食
と
ト
ロ
ン
ト

の
社
食
で
実
施

勤
務
す
る

ア
ラ
マ

ク
社
の
シ

フ
が

参
加
し

日
本
食
や
文
化
に

つ
い
て
の
セ
ミ
ナ


日
本

食
の
調
理
デ
モ
ン
ス
ト
レ


シ

ン
等
が
行
わ
れ
た


　
日
本
食
フ

ア
は
ボ
ス
ト

ン

ト
ロ
ン
ト
の
社
食
や
学

食
六
会
場
で
日
本
産
食
材
を

活
用
し
た
フ

ア
を
実
施


セ
ミ
ナ

を
受
講
し
た
シ


フ
が
フ

ア
用
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
メ
ニ


を
提
供
し

た


　
セ
ミ
ナ

に
参
加
し
た
シ


フ
は
﹁
出
汁
あ
り
と
出
汁

な
し
の
味
噌
汁
を
食
べ
比

べ

味
に
大
き
な
違
い
を
感

じ
た
﹂
な
ど

醤
油
や
味
噌

と
い

た
日
本
特
有
の
調
味

料
を
用
い
た
味
付
け
を
学
ん

だ


　
　
　
　
　︵
４
月
１
日
付
︶

　
◇
組
織
改
正

　
▽
財
務
経
理
部
門

　
税
務
室
を
新
設
す
る


　
▽
繊
維
事
業
本
部

　
○
産
業
資
材
・
衣
料
素
材

事
業
部
門

　
不
織
布
事
業
部
を
新
設
す

る


　
▽
フ

ル
ム
事
業
本
部

　
Ｂ
Ｓ
Ｆ
事
業
部
門
を
新
設

す
る

同
部
門
に

Ｂ
Ｓ
Ｆ

事
業
部
お
よ
び
Ｂ
Ｓ
Ｆ
オ
ペ

レ

シ

ン
室
を
お
く


　
▽
水
処
理
・
環
境
事
業
本

部
　

　
○
水
処
理
事
業
部
門

　
水
処
理
技
術
部
︵
所
在


滋
賀
︶
を
新
設
す
る


　
▽
生
産
本
部

　
①
那
須
工
場
を
新
設
す

る

同
工
場
の
部
相
当
組
織

と
し
て

品
質
保
証
室

事

務
部

Ｂ
Ｓ
Ｆ
製
造
部
お
よ

び
工
務
部
を
お
く


　
②
Ｂ
Ｓ
Ｆ
技
術
第
１
部

︵
所
在

那
須
︶
を
新
設


　
③
Ｂ
Ｓ
Ｆ
技
術
第
２
部

︵
所
在

那
須
︶
を
新
設


　
◇
人
事
異
動

経
営
企
画
室
長
︵
経
営
企
画

室
長
　
Ｉ
Ｔ
事
業
Ｓ
Ｂ
Ｕ

長
︶

　
専
務
取
締
役

　
　
　
　
　
　
出
口
　
雄
吉

樹
脂
・
ケ
ミ
カ
ル
事
業
本
部

長
︵
樹
脂
・
ケ
ミ
カ
ル
事
業

本
部
長
　
ケ
ミ
カ
ル
事
業
部

門
長
︶

　
常
務
取
締
役

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
昭
夫

ト

レ
・
コ
ン
ポ
ジ

ト
・

マ
テ
リ
ア
ル
ズ
・
ア
メ
リ
カ

社
会
長

非
常
勤
　
ゾ
ル
テ


ク
社
会
長

非
常
勤
︵
ト


レ
・
カ

ボ
ン
・
フ

イ

バ

ズ
・
ア
メ
リ
カ
社
会
長


非
常
勤
　
ト

レ
・
コ
ン

ポ
ジ

ト

ア
メ
リ
カ

社

会
長

非
常
勤
　
ゾ
ル
テ


ク
社
会
長

非
常
勤
︶
　

　
常
務
取
締
役

　
　
　
　
　
　
須
賀
　
康
雄

常
任
顧
問
　
生
産
本
部
担
当

　
ト

レ
・
バ

テ
リ

セ

　
　
　
　
︵
三
面
に
続
く
︶

　
公
益
財
団
法
人
東
レ
科
学

振
興
会
︵
榊
原
定
征
会
長


東
レ
相
談
役
最
高
顧
問
︶は


﹁
第
五
七
回
東
レ
科
学
技
術

賞
﹂
﹁
第
五
七
回
東
レ
科
学

技
術
研
究
助
成
﹂
﹁
第
四
八

回
東
レ
理
科
教
育
賞
﹂
の
贈

呈
式
を

三
月
一
五
日
に
一

般
社
団
法
人
日
本
工
業
倶
楽

部
で
開
催
し
た


　
贈
呈
式
で
は

は
じ
め
に

榊
原
会
長
が
挨
拶
し
﹁
優
れ

た
科
学
技
術
の
成
果
を
生
み

出
す
た
め
の
基
礎
研
究
が
大

切
で
あ
る

今
後
と
も
当
財

団
は

基
礎
科
学

理
科
教

育
の
発
展
振
興
の
た
め
に
務

め
て
い
く
﹂
と
語
り

﹁
今

年
度

東
レ
グ
ル

プ
九
社

か
ら
二
億
二
〇
〇
万
円
の
寄

付
が
あ

た
﹂と
報
告
し
た


　
続
い
て

科
学
技
術
賞
と

科
学
技
術
研
究
助
成
選
考
に

つ
い
て
榊
裕
之
選
考
委
員
長

︵
豊
田
工
業
大
学
学
長
︶
が

説
明

若
手
研
究
者
に
総
額

一
億
三

〇
〇
〇
万
円
を
贈

る
研
究
助
成
は

今
年
度
は

代
表
研
究
者
が
三
七
歳
か
ら

四
六
歳
ま
で
の
一
一
件
に
贈

ら
れ
た

各
受
賞
者
と
各
受

領
者
に

榊
原
会
長
が
賞
状

と
賞
金
を
贈
呈
し
た


　
理
科
教
育
賞
に
つ
い
て
は

西
原
寛
審
査
委
員
長
︵
東
京

大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科

教
授
︶
が
説
明
し

﹁
理
科

教
育
賞
文
部
科
学
大
臣
賞
﹂

と
﹁
理
科
教
育
賞
﹂
が
そ
れ

ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
た


　
文
部
科
学
大
臣
・
松
野
博

一
氏
︵
代
読
︶

日
本
学
士

院
長
・
塩
野
宏
氏
の
祝
辞
の

あ
と
各
賞
各
受
領
者
代
表

が
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た


　
◇
東
レ
科
学
技
術
賞
︵
各

賞
金
五
〇
〇
万
円
︶

東
京

理
科
大
学
理
学
部
教
授
・
硤

合
憲
三
氏﹁
不
斉
自
己
触
媒

反
応
の
発
見
と
ホ
モ
キ
ラ
リ

テ


の
起
源
の
研
究
﹂理

化
学
研
究
所
数
理
創
造
プ
ロ

グ
ラ
ム
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ


レ
ク
タ

・
初
田
哲
男
氏﹁
原

子
核
の
ク


ク
構
造
に
関

す
る
開
拓
的
理
論
研
究
﹂

　
◇
東
レ
科
学
技
術
研
究
助

成︵
総
額
一
億
三
〇
〇
〇
万

円
一
一
件
︶
神
奈
川
大
学

工
学
部
准
教
授
・
岩
倉
い
ず

み
氏﹁
超
高
速
分
光
に
よ
る

分
子
間
光
反
応
過
程
の
直
接

観
測
と
機
構
解
明
﹂ほ
か


　
◇
東
レ
理
科
教
育
賞
文
部

科
学
大
臣
賞︵
賞
金
一
〇
〇

万
円
︶
千
葉
県
立
生
浜
高

等
学
校
教
諭
・
田
原
豊
氏﹁
鳥

類
胚
の
無
殻
培
養
法
の
開
発

と
教
材
化
﹂ほ
か
懇
親
会

で
文
部
科
学
大
臣
賞
の
ラ


プ
を
使
用
し
た
透
明
人
工

孵
化
容
器
に
よ
る
ヒ
ナ
誕
生

の
模
様
が
放
映
さ
れ
出
席

者
た
ち
の
感
動
を
呼
ん
だ



